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１．２０１４年３月期 第２四半期
決算の概要決算の概要
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１）業績ハイライト

１．２０１４年３月期１．２０１４年３月期 第２四半期決算の概要第２四半期決算の概要

１）業績ハイライト
（単位：百万円・％）

2012年9月期 2013年9月期 増減額 増減率 増減理由

●営業収益

営 業 収 益 ８９，０８７ ９７，６８２ ８，５９４ ９．６
関西国際空港利用客の増加に伴い、
運輸業において増収となったほか、全
セグメントにおいて増収

●営業利益

増収に伴う増益に加え、費用削減努力
もあり増益

●経常利益

営業増益に加え 支払利息の減少が

営 業 利 益 １２，５３２ １２，９９２ ４５９ ３．７

営業増益に加え、支払利息の減少が

寄与し増益

●四半期純利益

経常増益に加え、特別損益の改善もあ

経 常 利 益 ９，２２６ ９，７６０ ５３３ ５．８

り増益

四 半 期 純 利 益 ５，２９６ ６，１０２ ８０６ １５．２
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１．２０１４年３月期１．２０１４年３月期 第２四半期決算の概要第２四半期決算の概要

２）資産 負債及び純資産の状況２）資産、負債及び純資産の状況
（単位：百万円）

2013年3月末 2013年9月末 増減額 増減理由

流 動 資 産 ８７ １７１ ７９ ７９４ △７ ３７７
●流動資産

流 動 資 産 ８７，１７１ ７９，７９４ △７，３７７
譲渡性預金の減少

●固定資産

減価償却の進捗があったものの、連続立体交差化
工事の進捗による建設仮勘定の増加や、保有上場

固 定 資 産 ６９４，４１８ ６９７，１８９ ２，７７１

資 産 合 計 ７８１ ５８９ ７７６ ９８３ △４ ６０６
事の進捗による建設仮勘定の増加や、保有 場

株式の株価上昇による投資有価証券の増加による
増加

●負債

借入金及び社債 支払手形及び買掛金の減少

資 産 合 計 ７８１，５８９ ７７６，９８３ △４，６０６

負 債 合 計 ６３８，４１３ ６２９，１１７ △９，２９５
借入金及び社債、支払手形及び買掛金の減少

●純資産

剰余金の配当による減少があったものの、四半期純
利益の計上や、その他有価証券評価差額金の増加
による増加

純 資 産 １４３，１７６ １４７，８６５ ４，６８９

による増加

負 債 純 資 産 合 計 ７８１，５８９ ７７６，９８３ △４，６０６

有 利 子 負 債 残 高 ４６９ ６９９ ４６１ １７５ △８ ５２４ 社債の償還による減少
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有 利 子 負 債 残 高 ４６９，６９９ ４６１，１７５ △８，５２４ 社債の償還による減少



１．２０１４年３月期１．２０１４年３月期 第２四半期決算の概要第２四半期決算の概要

３）キャッシュ・フローの状況

2012年9月期 2013年9月期 増減額 増減理由

３）キャッシュ フロ の状況
（単位：百万円）

営 業 活 動 に よ る

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
１８，９０３ ８，２５０ △１０，６５２

●営業活動によるキャッシュ・フロー

売上債権や法人税等の支払額の増加等による収入
の減少

●投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出の減少があったものの、

投 資 活 動 に よ る

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
△４，６６７ △５，３６７ △６９９

敷金及び保証金の回収が減少したこと等による支出
の増加

財 務 活 動 に よ る
●財務活動によるキャッシュ・フロー

借入金の返済による支出の減少等による支出の減
少

財 務 活 動 に よ る

キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー
△１４，５３９ △１１，２４９ ３，２８９
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２．セグメント別の状況
（２０１４年３月期 第２四半期）（２０１４年３月期 第２四半期）
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セグメントの構成状況セグメントの構成状況 （２０１３年９月末現在）（２０１３年９月末現在）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１４年３月期（２０１４年３月期 第２四半期）第２四半期）

【連結子会社５４社・非連結子会社１１社・関連会社８社（うち持分法適用会社３社）】

セグメントの構成状況セグメントの構成状況 （２０１３年９月末現在）（２０１３年９月末現在）

増減（対 ２０１３年３月末現在）

連結子会社の増加 １社：株式会社日本エコプランニングサービス

運輸業

（３２社）

不動産業

（４社）

流通業

（８社）

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ業
（２４社）

建設業

（５社）

その他の事業

（４社）

※当社は複数セグメントに重複して含まれております

関連会社の増加 １社：ＰＴ．ＮＩＳＳＥＮＫＥＮ ＩＮＤＯＮＥＳＩＡ

営業収益 （単位：億円） 営業利益 （単位：億円）

※当社は複数セグメントに重複して含まれております。

ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ
6

（5 0%）

建設
3

（2.7%）

その他
5

（0.5%）

運輸
67

流通
11

（9.1%）

（5.0%） （2.7%）

その他
△0

（△0.2%）

運輸
435

（40.1%）
ﾚｼﾞｬｰ･ｻｰﾋﾞｽ

165

建設
204

（18.8%）

（0.5%）

（52.2%）不動産
40

（31.2%）不動産
141

（13.1%）

流通
133

（12.3%）

165
（15.2%）
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１）セグメント別営業収益

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１４年３月期（２０１４年３月期 第２四半期）第２四半期）

2012年9月期 2013年9月期 増減額 増減率

１）セグメント別営業収益
（単位：百万円・％）

運 輸 業 ４３，０６８ ４３，５２３ ４５４ １．１

不 動 産 業 １０，９７６ １４，１８１ ３，２０４ ２９．２

流 通 業 １２，９０９ １３，３３０ ４２０ ３．３

レ ジ ャ ー ･ サ ー ビ ス 業 １６，３７３ １６，５０９ １３６ ０．８

建 設 業 １８，５６３ ２０，４０２ １，８３９ ９．９

そ の 他 の 事 業 ５０７ ５１７ ９ １．９そ の 他 の 事 業

調 整 額 △１３，３１１ △１０，７８２

合 計 ８９ ０８７ ９７ ６８２ ８ ５９４ ９ ６
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合 計 ８９，０８７ ９７，６８２ ８，５９４ ９．６



２）セグメント別営業利益

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１４年３月期（２０１４年３月期 第２四半期）第２四半期）

2012年9月期 2013年9月期 増減額 増減率

２）セグメント別営業利益
（単位：百万円・％）

運 輸 業 ６，８１６ ６，７３６ △８０ △１．２

不 動 産 業 ３，２７９ ４，０２２ ７４３ ２２．７

流 通 業 １，５２９ １，１７５ △３５３ △２３．１

レ ジ ャ ー ･ サ ー ビ ス 業 ４６５ ６５２ １８６ ４０．１

建 設 業 ５４０ ３４５ △１９４ △３６．１

そ の 他 の 事 業 △１６ △２３ △６ －そ の 他 の 事 業

調 整 額 △８１ ８２

合 計 １２ ５３２ １２ ９９２ ４５９ ３ ７
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合 計 １２，５３２ １２，９９２ ４５９ ３．７



３）運輸業の実績 （増収減益）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１４年３月期（２０１４年３月期 第２四半期）第２四半期）

2012年9月期 2013年9月期 増減額 増減率 増減理由

鉄 道 事 業 ２７，８７０ ２８，０４７ １７７ ０．６
●鉄道事業

関西国際空港利用客の増加による増

３）運輸業の実績 （増収減益）
（単位：百万円・％）

鉄 道 事 業 ２７，８７０ ２８，０４７ １７７ ０．６
関西国際空港利用客の増加による増
収

●バス事業

契約輸送収入の増加等による増収

軌 道 事 業 ７０６ ７１８ １２ １．８

バ ス 事 業 １２ ４８２ １２ ６４５ １６３ １ ３

●車両整備業

整備収入の増加による増収

バ ス 事 業 １２，４８２ １２，６４５ １６３ １．３

海 運 業 ９９７ ９８８ △８ △０．９

貨 物 運 送 業 １ ７９４ １ ８９２ ９８ ５ ５貨 物 運 送 業 １，７９４ １，８９２ ９８ ５．５

車 両 整 備 業 ２，１９９ ２，４１２ ２１３ ９．７

調整額（セグメント内） △２ ９８０ △３ １８１調整額（セグメント内） △２，９８０ △３，１８１

営 業 収 益 ４３，０６８ ４３，５２３ ４５４ １．１

営 業 利 益 ６ ８１６ ６ ７３６ △８０ △１ ２
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営 業 利 益 ６，８１６ ６，７３６ △８０ △１．２



鉄道旅客収入と輸送人員表

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１４年３月期（２０１４年３月期 第２四半期）第２四半期）

全 線 2012年9月期 2013年9月期 増減率

旅定 期 外 １５，１１０ １５，３６７ １．７

（単位：百万円 ・千人・％）
鉄道旅客収入と輸送人員表

客
収
入

定 期 １１，４２８ １１，３７６ △０．５

合 計 ２６，５３８ ２６，７４３ ０．８

輸
送

定 期 外 ４３，５６９ ４３，９４９ ０．９
送
人
員

定 期 ７０，９９２ ７１，０７０ ０．１

合 計 １１４，５６１ １１５，０１９ ０．４

（単位：百万円 ・千人・％）

空港線 2012年9月期 2013年9月期 増減率

旅
客
収

定 期 外 １，９５８ ２，１５３ １０．０

定 期 ５６２ ５７２ １．８
収
入

定 期

合 計 ２，５２０ ２，７２５ ８．１

輸
送
人

定 期 外 ２，３６４ ２，６８３ １３．５

定 期 １，７７１ １，８２１ ２．８
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人
員合 計 ４，１３５ ４，５０４ ８．９



４）不動産業の実績 （増収増益）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１４年３月期（２０１４年３月期 第２四半期）第２四半期）

2012年9月期 2013年9月期 増減額 増減率 増減理由

●不動産販売業

（単位：百万円・％）
４）不動産業の実績 （増収増益）

不 動 産 賃 貸 業 ９，０９３ ９，１０４ １１ ０．１

●不動産販売業

分譲マンションの販売増加による増収

●主な利益内訳

不動産賃貸業 3,909（＋164）

産 売業
不 動 産 販 売 業 １，９４９ ５，５０３ ３，５５３ １８２．３

不動産販売業 119（＋599）

調整額（セグメント内） △６６ △４２７

営 業 収 益 １０，９７６ １４，１８１ ３，２０４ ２９．２

営 業 利 益 ３，２７９ ４，０２２ ７４３ ２２．７
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５）流通業の実績 （増収減益）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１４年３月期（２０１４年３月期 第２四半期）第２四半期）

2012年9月期 2013年9月期 増減額 増減率 増減理由

ショッピングセンター ●ショッピングセンターの経営

５）流通業の実績 （増収減益）
（単位：百万円・％）

ショッピングセンタ

の経営
４，８３２ ４，６７７ △１５５ △３．２ 昨年３月のなんばパークスのリニュー

アル効果が一巡したこと等による賃料
収入の減少による減収

●駅ビジネス事業
駅 ビ ジ ネ ス 事 業 ７，２２６ ７，７７２ ５４６ ７．６

●駅ビジネス事業

駅ナカ商業施設「ｅｋｉｍｏ天王寺」開業
による増収そ の 他 １，５５２ １，５９６ ４４ ２．９

調整額（セグメント内） △７０１ △７１６

営 業 収 益 １２，９０９ １３，３３０ ４２０ ３．３

営 業 利 益 １，５２９ １，１７５ △３５３ △２３．１
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６）レジャー・サービス業の実績 （増収増益）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１４年３月期（２０１４年３月期 第２四半期）第２四半期）

2012年9月期 2013年9月期 増減額 増減率 増減理由

遊 園 事 業 ７２６ ６８９ △３７ △５．１ ●ホテル・旅館業

宿泊者数の増加による増収

６）レジャ サ ビス業の実績 （増収増益）
（単位：百万円・％）

宿泊者数の増加による増収

●ボートレース施設賃貸業

「ボートパーク住之江」開業による舟券
売上の増加による増収

旅 行 業 ９６０ ９９８ ３７ ３．９

ホ テ ル ・ 旅 館 業 ５４２ ６４８ １０５ １９．５

ボ ー ト レ ー ス

●その他

昨年10月のレンタカー事業の譲渡によ
る減収

ボ ー ト レ ー ス

施 設 賃 貸 業
２，３１５ ２，４１６ １００ ４．４

ﾋﾞﾙ管理ﾒﾝﾃﾅﾝｽ業 ９，１７１ ９，２５５ ８３ ０．９

印 刷 業 ４００ ３８０ △１９ △５ ０印 刷 業 ４００ ３８０ △１９ △５．０

広 告 代 理 業 ５５０ ５５８ ７ １．４

そ の 他 ２，７６８ ２，６３６ △１３１ △４．８

調整額（セグメント内） △１，０６３ △１，０７４

営 業 収 益 １６，３７３ １６，５０９ １３６ ０．８

営 業 利 益 ４６５ ６５２ １８６ ４０ １

14

営 業 利 益 ４６５ ６５２ １８６ ４０．１



７）建設業の実績 （増収減益）

２．セグメント別の状況２．セグメント別の状況（２０１４年３月期（２０１４年３月期 第２四半期）第２四半期）

2012年9月期 2013年9月期 増減額 増減率 増減理由

建 設 業 １８，５８５ ２０，４１７ １，８３２ ９．９
●建設業

完成工事高の増加による増収

７）建設業の実績 （増収減益）
（単位：百万円・％）

完成工事高の増加による増収

調整額（セグメント内） △２１ △１５

営 業 収 益 １８，５６３ ２０，４０２ １，８３９ ９．９

営 業 利 益 ５４０ ３４５ △１９４ △３６．１

８）その他の事業の実績 （増収減益）

2012年9月期 2013年9月期 増減額 増減率 増減理由

そ の 他 ５０９ ５１８ ９ １．９

８）その他の事業の実績 （増収減益）
（単位：百万円・％）

調整額（セグメント内） △１ △１

営 業 収 益 ５０７ ５１７ ９ １．９

15

営 業 利 益 △１６ △２３ △６ －



３３ ２０１３年３月期 業績予想２０１３年３月期 業績予想３．３．２０１３年３月期の業績予想２０１３年３月期の業績予想
３．２０１４年３月期の業績予想
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３．２０１４年３月期の業績予想３．２０１４年３月期の業績予想

１）業績ハイライト

2013年3月期

実 績

2014年3月期

増減理由
期初予想額 修正予想額

期初予想

（単位：百万円）
１）業績ハイライト

実 績 期初予想額 修正予想額
との差異

営 業 収 益 １８４，４１２ １９５，７００ １９６，０００ ３００ ●営業収益

流通業を除き各セグメントにおいて増
収営 業 利 益 ２１，９７３ ２１，４００ ２２，０００ ６００

●営業利益

増収に伴う増益や経費節減による増益

●投資額

経 常 利 益 １５，４７４ １４，８００ １５，７００ ９００

当 期 純 利 益 ７，５１８ ８，５００ ９，２００ ７００

●投資額

成長戦略投資の見直しによる減少

●有利子負債残高

投資額の抑制による減少

投 資 額 ２１，６９０ ３６，９００ ２５，５００ △１１，４００

減 価 償 却 費 ２０，４２８ ２１，０００ ２０，６００ △４００

Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ ※ ４２，４０２ ４２，４００ ４２，６００ ２００， ， ，

有利子負債残高 ４６９，６９９ ４７２，１００ ４５７，４００ △１４，７００

有 利 子 負 債 残 高

／ Ｅ Ｂ Ｉ Ｔ Ｄ Ａ 倍 率
１１．１倍 １１．１倍 １０．７倍
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※ ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋減価償却費



３．２０１４年３月期の業績予想３．２０１４年３月期の業績予想

２）セグメント別営業収益

2013年3月期

実 績

2014年3月期

増減理由
期初予想額 修正予想額

期初予想

（単位：百万円）
２）セグメント別営業収益

実 績 期初予想額 修正予想額
との差異

運 輸 業 ８６，０９７ ８６，２００ ８６，８００ ６００
●運輸業

鉄道事業における関西国際空港利
用客の増加による増収

不 動 産 業 ２５ ０２３ ２５ ７００ ２６ ７００ １ ０００
●不動産業

不動産販売業におけるマンション分
譲の増加による増収

●流通業

不 動 産 業 ２５，０２３ ２５，７００ ２６，７００ １，０００

流 通 業 ２５，９７８ ２８，２００ ２７，２００ △１，０００

レジャー・サービス業 ３３ ９４０ ３３ ７００ ３４ ５００ ８００ ●流通業

成長戦略における事業計画の

見直しにより減収

●レジャー・サービス業

ビ 管理メ ナ 業における

レジャ サ ビス業 ３３，９４０ ３３，７００ ３４，５００ ８００

建 設 業 ３９，２８０ ４１，６００ ４３，０００ １，４００

そ の 他 の 事 業 １，８０１ １，４００ １，５００ １００
ビル管理メンテナンス業における工
事収入の増加による増収

●建設業

株式会社京阪電気商会の株式取得
による増収

そ の 他 の 事 業 １，８０１ １，４００ １，５００ １００

調 整 額 △２７，７１０ △２１，１００ △２３，７００

合 計 １８４，４１２ １９５，７００ １９６，０００ ３００
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による増収



３．２０１４年３月期の業績予想３．２０１４年３月期の業績予想

３）セグメント別営業利益

2013年3月期

実 績

2014年3月期

増減理由
期初予想額 修正予想額

期初予想

（単位：百万円）
３）セグメント別営業利益

実 績 期初予想額 修正予想額
との差異

運 輸 業 １１，８９６ １１，０００ １１，４００ ４００
●運輸業

鉄道事業における増収に伴う増
益

不 動 産 業 ５ ７１５ ６ １００ ６ ４００ ３００

●不動産業

不動産販売業における増収に伴
う増益

不 動 産 業 ５，７１５ ６，１００ ６，４００ ３００

流 通 業 ２，７９５ ２，１００ ２，３００ ２００

レジャー・サービス業 ９６２ １ ４００ １ ４００ －
●流通業

広告宣伝費等の経費削減による

増益

レジャ サ ビス業 ９６２ １，４００ １，４００

建 設 業 ８７５ ７００ ７００ －

そ の 他 の 事 業 １３１ １００ １００ －そ の 他 の 事 業 １３１ １００ １００

調 整 額 △４０１ ０ △３００

合 計 ２１，９７３ ２１，４００ ２２，０００ ６００
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４）運輸業 鉄道旅客収入と輸送人員表

３．２０１４年３月期の業績予想３．２０１４年３月期の業績予想

全 線
2013年3月期

実 績

対前年

増減率

2014年3月期

期初予想

対前年

増減率

2014年3月期

修正予想

対前年

増減率

旅定 期 外 ３０ １１４ ３ ７ ３０ １３４ ０ １ ３０ ６５９ １ ８

４）運輸業 鉄道旅客収入と輸送人員表
（単位：百万円 ・千人・％）

旅

客

収

入

定 期 外 ３０，１１４ ３．７ ３０，１３４ ０．１ ３０，６５９ １．８

定 期 ２２，３９８ △０．７ ２２，３５４ △０．２ ２２，４４１ ０．２

合 計 ５２，５１３ １．８ ５２，４８９ △０．０ ５３，１０１ １．１

輸

送
定 期 外 ８７，１８２ ２．０ ８７，３９０ ０．２ ８８，１３２ １．１

送

人

員

定 期 １３７，９４７ △０．１ １３７，９１２ △０．０ １３８，７２６ ０．６

合 計 ２２５，１２９ ０．７ ２２５，３０２ ０．１ ２２６，８５８ ０．８

（単位：百万円 ・千人・％）

空港線
2013年3月期

実 績

対前年

増減率

2014年3月期

期初予想

対前年

増減率

2014年3月期

修正予想

対前年

増減率

旅

客
定 期 外 ４，０００ ２４．４ ４，１０２ ２．５ ４，４２０ １０．５

定 期 １ １１６ ２ ８ １ １２８ １ １ １ １３９ ２ ０
収

入

定 期 １，１１６ ２．８ １，１２８ １．１ １，１３９ ２．０

合 計 ５，１１６ １９．０ ５，２３０ ２．２ ５，５５９ ８．６

輸

送

人

定 期 外 ４，８７７ ２７．４ ５，２４９ ７．６ ５，５４９ １３．８

定 期 ３，５２５ ３．３ ３，５６５ １．１ ３，６１１ ２．４
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人

員合 計 ８，４０２ １６．０ ８，８１４ ４．９ ９，１６０ ９．０



１．２０１２年３月期 決算の概要４．中期経営計画「凜進１３０計画」
の進捗状況の進捗状況
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４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

「凜進１３０計画」の基本方針と数値目標（2011年度～2014年度）

基本方針

① 観光・インバウンドビジネスの推進

② 不動産・流通事業の拡大

③ 新たな事業領域 の進出③ 新たな事業領域への進出

④ なんばのまちづくり推進

⑤ グループ経営基盤の強化

①連結営業収益 ２ ３００億円 以上
数値目標（最終年度２０１５年３月期）

⑤ グループ経営基盤の強化

①連結営業収益 ２，３００億円 以上

②連結経常利益 １３０億円 以上

③連結有利子負債残高／ＥＢＩＴＤＡ倍率 １０倍台

22

③連結有利子負債残高／ＥＢＩＴＤＡ倍率 １０倍台
※ ＥＢＩＴＤＡ＝営業利益＋減価償却費



４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

①観光・インバウンドビジネスの推進（１／３）①観光・インバウンドビジネスの推進（１／３）

◇旅客需要の取込み

◆鉄道事業の収益力強化◆鉄道事業の収益力強化
○ジェットスターグループと提携（2013年4月）
○鉄道アクセスきっぷの豊富なラインナップによる空港線の利用促進
○空港特急「ラピート」利用促進（関空トク割ラピートきっぷ）

空港特急「ラピート」

港特 ラ 」利用促 （関 ク割ラ ）

14.0%

16.0%

18.0%

350

400

450
鉄道事業 空港線（定期外）収入の推移

百万円

7

8

9

10
関西国際空港 航空旅客数（百万人）
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上半期
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上半期
※通過客除く
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前期 当期 対前年比
国際線（日本人） 国際線（外国人） 国内線

※通過客除く

新関西国際空港㈱の運営概況より当社作成



４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

鉄道アクセスきっぷのラインナップ鉄道アクセスきっぷのラインナップ
関西主要都市へのアクセスきっぷ

商品名 提携先 発売価格
30,000

40,000
鉄道アクセスきっぷ発売枚数の推移（枚）

関空ちかトクきっぷ 大阪市交通局 980円

京都・関空アクセスきっぷ 大阪市交通局、阪急電鉄 1,200円

奈良アクセスきっぷ 近鉄電車 1,200円 10,000

20,000

神戸・関空アクセスきっぷ 阪神電車 1,100円

ＬＣＣ旅客向け

商品名 提携先 発売価格

0

2013

/4月 5月 6月 7月 8月 9月

前期 当期

Ｐｅａｃｈ・なんばきっぷ ﾋﾟｰﾁ・ｱﾋﾞｴｰｼｮﾝ ※1,000円

Ｐｅａｃｈ・京都観光きっぷ
ﾋﾟｰﾁ・ｱﾋﾞｴｰｼｮﾝ、

大阪市交通局、京阪電車
1,500円

ﾞ ﾞ ﾞ ﾟ

前期 当期

海外からの訪日インバウンド旅客向け

商品名 提携先 発売価格

ｼﾞｪｯﾄｽﾀｰ・ﾅﾝｶｲきっぷ ｼﾞｪｯﾄｽﾀｰｸﾞﾙｰﾌﾟ ※1,000円

24

商品名 提携先 発売価格

ようこそ大阪きっぷ 大阪市交通局 ※1,500円

発売価格は大人（片道） ※ﾗﾋﾟｰﾄ特急券付
南海ツーリストサポートセンター前（関西空港駅）



４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

①観光・インバウンドビジネスの推進（２／３）①観光・インバウンドビジネスの推進（２／３）

◇旅客需要の取込み

◆関空リムジンバス等の収益力強化◆関空リムジンバス等の収益力強化
○早朝・深夜便の時間帯拡大

（2013年4月、10月）
梅田線、なんば線、京都線

○旅客需要に合わせた増便
（2013年10月）

奈良線、近鉄学園前・学研都市線奈良線、近鉄学園前 学研都市線

○新規路線の開設
（2013年11月）
名古屋線 東大阪線名古屋線、東大阪線

○関空第１ターミナルからＬＣＣ専用
第２ターミナルへの連絡バスの増便

は南海バ 路線
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第 タ ナル 連絡 増便
(2013年4月） 関西空港交通㈱リムジンバス路線図（2013年11月現在）

は南海バス路線



４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

①観光・インバウンドビジネスの推進（３／３）①観光・インバウンドビジネスの推進（３／３）

◆訪日インバウンド旅客の受入基盤拡充・販売強化
○なんばCITY、なんばパークスの免税対応店舗における集客強化

こうや花鉄道「天空」

※紀伊半島で2013年に
「伊勢神宮式年遷宮」、
14年に「紀伊山地の霊

○韓国、台湾、香港に加え、タイ、マレーシアにおいても
海外エージェントへの直接営業実施

◆和歌山県ゴールデンイヤー（※）に向けた旅客需要の取込み

◆沿線観光利用の促進

14年に「紀伊山地の霊
場と参詣道の世界遺産
登録10周年」、15年に
「高野山開創1200年」な
ど大ｲﾍﾞﾝﾄが続く3年間
を和歌山県ではｺﾞｰﾙﾃﾞ

○高野山開創1200年記念大法会（2015年）に向けた各種イベント実施
○高野線ダイヤ変更により、こうや花鉄道「天空」の増発（2013年10月）

◆沿線観光利用の促進
○徳島－和歌山航路のフェリー２隻をリニューアル(2013年6月)

展望デッキや家族向けテーブル席などを新設しサービス向上を図る（南海フェリー）
○低床式車両「堺トラム」が我孫子道～浜寺駅前間の運行開始（2013年8月）

来春には大阪市内（天王寺駅前）まで乗り入れ区間を延伸予定（阪堺電気軌道）

を和歌山県ではｺ ﾙﾃ
ﾝｲﾔｰと位置付けている

来春には大阪市内（天王寺駅前）まで乗り入れ区間を延伸予定（阪堺電気軌道）
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低床式車両「堺トラム」
の車両と内装



②不動産・流通事業の拡大（１／３）

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

②不動産・流通事業の拡大（１／３）

◇マンション分譲事業の拡大

◆沿線エリア内外においてマンション分譲事業を展開◆沿線エリア内外においてマンション分譲事業を展開

主な分譲マンション

販売を開始している物件は順調に推移。今後も好立地案件を対象に事業推進

※他社との共同事業物件主な分譲 ンション

名称 所在地 戸数 竣工

ヴェリテ永和駅前 東大阪市 ６９戸 2013年8月

ヴェリテ帝塚山万代 大阪市住吉区 ４４戸 2013年10月

ヴェリテ山本駅前テラス 八尾市 ８６戸 2014年7月（予定）

ブランズ・ヴェリテ堺七道※ 堺市堺区 ２０２戸 2015年2月（予定）

マンション分譲事業売上の推移億円
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27ヴェリテ山本駅前テラス（イメージ）
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②不動産・流通事業の拡大（２／３）

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

②不動産・流通事業の拡大（２／３）

◇既存商業施設のブラッシュアップ

◆なんば商業施設の収益力向上◆な ば商業施設の収益力向

梅田（キタ）・天王寺（アベノ）の大規模開発が進むなか、地域が連携したエリ
アプロモーション、利用促進につながる各種施策、さらにはインバウンド旅客
など新たな顧客層の開拓により、なんばエリア全体で集客力を高める

○なんば、心斎橋エリアでの合同商戦の打出し
○積極的な店舗入替えの実施（なんばパークス、なんばＣＩＴＹ）
○共通ポイントカード「ＰＡＲＫＳ・ＣＩＴＹ ＣＡＲＤ」の発行（2013年4月）

ば○イルミネーション「なんば光旅」の規模拡大（2013年11月～2014年2月）

◆沿線施設の収益力向上

○堺駅前商業施設「プ プ （ 年 月）

なんば光旅「なんば
パークス・光の滝」

○堺駅前商業施設「プラットプラット」リニューアル（2013年9月）

○三国ヶ丘駅商業施設リニューアル推進
施設の利便性や集客力の向上を目指し、駅構内バリアフリー化や
商業施設リニュ アルを推進 全面開業は２０１４年春を予定

28

商業施設リニューアルを推進。全面開業は２０１４年春を予定

プラットプラット



②不動産・流通事業の拡大（３／３）

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

◇収益基盤の拡充 ～小売・飲食事業等の強化・拡大、ＰＭ機能強化～

②不動産 流通事業の拡大（３／３）

◆沿線外展開

【 ｋｉ なんば 施設概要】

◆沿線外展開
御堂筋線なんば駅に「駅ナカ」商業施設「ｅｋｉｍｏなんば」開業（2013年10月）
今年４月に御堂筋線天王寺駅に開業した「ｅｋｉｍｏ天王寺」に続き開業。
２０１４年春には「ｅｋｉｍｏ梅田」の開業を予定
【ｅｋｉｍｏなんば 施設概要】
店舗面積：１，０４７㎡
店舗数：１９店舗（ｺﾝﾋﾞﾆ「ｱﾝｽﾘｰ」、流行発信ｼｮｯﾌﾟ「ﾗﾝｷﾝﾗﾝｷﾝ」他）
年間売上目標：１９億円
共同事業者 東急不動産株式会社共同事業者：東急不動産株式会社
乗降客数：大阪市営地下鉄なんば駅 約３３万人／日 ekimoなんば（2012年度実績）

◆流通小売事業の拡大
なんばＣＩＴＹ館内や沿線エリア外施設を中心に新業態拡大 当社が店舗のなんばＣＩＴＹ館内や沿線エリア外施設を中心に新業態拡大。当社が店舗の
経営主体を担い、店舗運営は専門事業者に委託

店名 業種 開業 年間売上目標 店舗面積

ルートートギャラリー ディアモール大阪店（１号店） 服飾雑貨 2013年5月 60百万円 約50㎡
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スタイルディー ダイビル本館店（３号店） 文具雑貨 2013年7月 30百万円 約56㎡



③新たな事業領域への進出（１／２）

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

③新たな事業領域への進出（１／２）

◇現行事業の周辺事業、新規事業や公共関連ビジネスへの展開

◆旅行事業会社のＭ＆Ａ◆旅行事業会社の
○㈱日本エコプランニングサービスの株式１００％取得（2013年6月、南海国際旅行）

エコツアーなどテーマ性・趣味性の高い旅行分野の強化を図る

商号 株式会社日本エコプランニングサービス

事業内容
エコツアー（砂漠緑化活動ほか）、ボランティアツアー（孤児院訪問ほか）の

企画・運営等

取扱高／資本金 ３２１百万円（2012年9月期）／４５百万円

設立 ２００１年１０月

◆電気設備事業会社のＭ＆Ａ
○㈱京阪電気商会の株式１００％取得（2013年10月、南海辰村建設）

同社の積算監理ノウハウや営業基盤（京都を拠点とする京阪神）を活用し、

設立 ２００１年１０月

原価削減と外部顧客網の拡大を図る

商号 株式会社京阪電気商会

事業内容 総合電気設備事業（電気工事、照明工事およびネオン工事の設計施工）

30

売上高／資本金 ８８７百万円（2013年3月期）／２０百万円

設立 １９５５年４月



③新たな事業領域への進出（２／２）

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

③新たな事業領域への進出（２／２）

◇現行事業の周辺事業、新規事業や公共関連ビジネスへの展開

◆有料老人ホ ム「南海ライフリレ ションあびこ道」開業（2013年7月）◆有料老人ホーム「南海ライフリレーションあびこ道」開業（2013年7月）
沿線でお住まいのシニア層の方々に、良質な住環境と介護サービスを提供する
サービス付き高齢者向け住宅の第１号施設を開業
【施設概要】【施設概要】
施設種類：有料老人ホーム（サービス付き高齢者向け住宅）
所 在 地：大阪市住吉区（グループ会社敷地）
敷地面積：１，８００㎡
延床面積：３ ７３３㎡延床面積：３，７３３㎡
居 室 数：９０室

居室内

31建物外観

食堂



４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

④なんばのまちづくり推進（１／１）

◇南海会館ビル建替計画

④なんばのまちづくり推進（１／１）

○建替スケジュール
2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

○建替スケジュ ル

ビ

インフラ設備改修・解体準備等

現会館ビル解体

本体工事本体設計

現在

階数 地上２９階 地下２階

高さ １５４ｍ

◆施設構成イメージ○建築概要

オフィス
（約５７，０００㎡）

現在

建物用途 事務所、店舗、ﾎｰﾙ･ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ、
医療施設（予定）

延床面積 約７８，０００㎡

総事業費 約４００億円

メディカルセンター
（約１，５００㎡）

ホール・カンファレンス
（約２，５００㎡）

商業・ツーリストサロン

32

竣工予定 ２０１９年春

商業 ツ リストサロン
金融サービス
（約１４，０００㎡）

※その他、設備関係３，０００㎡



４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

【なんば リ プ】

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況
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４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

◆主な取組み

２０１３年
▼

◆主な取組み

２００３年
▼

２００９年
▼

２０１９年
▼

都市機能の充実による国際化対応と周辺地域、
施設との相乗効果を図り、「なんば」の価値向上を目指す

なんばエリアの新たな価値創造

なんばパークスパークスタワー
南海ビル外壁美装化

なんばパークスパークスタワー
フレイザーレジ
デンス南海大阪

南海なんば第１ビル

２００３年 ９月 パークスタワー開業
２００３年１０月 なんばパークス第１期開業
２００７年 ４月 なんばパークス全館グランドオープン
２００９年 ９月 南海ビル外壁美装化工事完成

年 月 なんばガ リ 誕生

新南海会館イメージ
（建替推進中）

なんばガレリア２００９年１０月 なんばガレリア誕生
２０１０年１０月 サービスアパートメント「フレイザーレジデンス南海大阪」開業
２０１１年 ４月 なんばＣＩＴＹ再生リニューアルグランドオープン
２０１１年 ７月 南海会館ビル建替え先行工事着手
２０１２年 ４月 Ｚｅｐｐ Ｎａｍｂａ(OSAKA)開業
２０１３年 ２月 南海なんば第１ビル完成・本社移転

Zepp Namba(OSAKA)

なんばガレリア
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２０１３年 ２月 南海なんば第１ビル完成・本社移転
２０１３年 ４月 大阪府立大学の新拠点 Ｉ-site（ｱｲｻｲﾄ）なんばオープン
２０１３年 ９月 本社隣接高架下開発プロジェクト着手



⑤グループ経営基盤の強化（１／２）

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

⑤グループ経営基盤の強化（１／２）

続 事 推進

◇「安全・安心の追求」「サービスの向上」

◆連続立体交差事業の推進
輸送の安全性向上と踏切における事故の抜本対策として、南海本線（堺市内、
高石市内、泉大津市内）の立体交差化を推進

◆駅バリアフリー化整備工事の推進
２０１２年度は、和歌山市駅でバリアフリー化工事を完了
２０１３年度は、羽倉崎駅、樽井駅で推進中

和歌山市駅に新設したエレベーター

◆鉄道事業における安全投資
必要な安全対策を計画的に実施。設備の充実や更新などに２０１２年度は
６５億円を投資、２０１３年度見込みは６５億円

【 年度計画 主な 事】
鉄道事業における安全投資

【2013年度計画の主な工事】
・新型ＡＴＳ導入
・駅耐震補強工事（なんば駅他）
・車両の新造及び更新

51 
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鉄道事業における安全投資
億円
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車両の新造及び更新
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⑤グループ経営基盤の強化（２／２）

４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況４．中期経営計画「凜進１３０計画」の進捗状況

⑤グループ経営基盤の強化（２／２）

◇グループ会社の増収に向けた取組み

◆南紀地区における増収施策
○「瀞峡めぐりの里 熊野川」 旅行会社や周辺施設

へのセールス活動で受注拡大を図る
○「ホテル中の島」 ネットエージェントの販売拡大や

インバウンド旅客の誘致活動を強化
○道の駅「くしもと橋杭岩」の運営受託（2013年4月）

瀞峡めぐりの里 熊野川

◆バス車庫用地の有効利用（南海バス）
バス事業の効率化により金岡車庫を廃止（2013年9月）
安定収益源の確保を目指し、車庫用地の賃貸及び賃貸施設の建設を計画

瀞峡 ぐり 熊野川

所在地 堺市北区新金岡町

面積 約６，４００㎡

事業概要
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面積 約６， ００

用途／敷地面積 土地賃貸／約5,000㎡、商業ビル／約1,000㎡



ＩＲのお問い合わせ先ＩＲのお問い合わせ先

南海電気鉄道株式会社南海電気鉄道株式会社
〒556-8503 大阪市浪速区敷津東2-1-41
（2013年2月12日に移転しました。）

経営政策室 経営企画部（ＩＲ担当）経営政策室 経営企画部（ＩＲ担当）
ＴＥＬ：06-6644-7105 ＦＡＸ：06-6644-7108
ＵＲＬ：http://www.nankai.co.jp/

本資料は投資勧誘を目的とした資料ではありません。あくまでも参考資料であり、正確な決算数値等は決算短信・有価証券
報告書等をご参照ください。本資料で記述しております業績予想及び将来予想は、現時点で入手可能な情報に基づいて算
定しておりますが、需要動向などの業況の変化、物価変動等、多分に不確実要素を含んでおります。そのため、実際の業績
は 様々な要因の変化により業績予想と乖離する場合がありますので ご承知おきいただきますようお願いいたします
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は、様々な要因の変化により業績予想と乖離する場合がありますので、ご承知おきいただきますようお願いいたします。
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